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1. 序論 
現代社会において、技術革新は持続的な成長と競争力維持のための不可欠な要素であ

る。この要求に応えるため、体系的かつ効率的な発明創出手法が求められている。その

中で、「発明的問題解決理論（TRIZ）」は、過去の膨大な特許分析に基づき、技術的課

題解決のための普遍的な原理とパターンを体系化した強力な手法として知られている 
1。TRIZは、特に技術的矛盾の解消や理想的な解決策の追求において、その有効性が認

められている 3。 

一方で、近年急速な発展を遂げている「生成 AI（Generative Artificial Intelligence ）」

は、大量のデータから学習し、テキスト、画像、コードといった新しいコンテンツを自

律的に生成する能力を持つ 5。この能力は、アイデア生成、パターン認識、データ分

析、問題解決支援など、多岐にわたる応用可能性を秘めている 7。 

本レポートは、この二つの強力なアプローチ、すなわち TRIZの体系的な問題解決フレ

ームワークと、生成 AI の広範な知識アクセス・情報処理・コンテンツ生成能力を融合

させる可能性を探ることを目的とする。具体的には、TRIZの各手法（矛盾マトリク

ス、40 の発明原理、理想的最終結果（IFR）、物質-場分析など）に生成 AI をどのよ

うに適用できるか、その連携による新しい発明創出プロセスのフレームワーク、多様な

分野（日常生活、医療、エネルギー、教育、モビリティ等）への応用可能性、既存の研

究やツール、統合によるメリットと課題について調査・分析する。この分析を通じて、

生成 AI を活用した TRIZによる次世代の発明創出プロセスの可能性を明らかにする。 

2. TRIZ（発明的問題解決理論）の概要 
TRIZは、旧ソ連のゲンリッヒ・アルトシューラーによって 1946 年頃から開発され

た、発明的な問題解決のための体系的な理論である 1。アルトシューラーは、特許審査

官としての経験から、分野を超えて発明には共通のパターンや原理が存在することを発

見した 1。TRIZは、数十万件（一説には 250 万件以上 11）もの特許情報を分析し、そ

こから抽出された法則性や問題解決パターンを理論として体系化したものである 3。 

TRIZの中核的な思想は、技術システムが進化する法則性を理解し、問題解決における

「矛盾」を特定・解消することにある 2。多くの技術的課題は、ある特性を改善しよう



とすると別の特性が悪化するという「技術的矛盾」や、一つの要素に相反する要求

（例：熱いと同時に冷たい）が存在する「物理的矛盾」として現れる 15。従来の妥協的

な解決策ではなく、これらの矛盾を根本的に解消することによって、真に革新的な解決

策（発明）が生まれると TRIZ は考える 4。また、TRIZ は「理想性」の追求を重視し、

「理想的最終結果（IFR）」、すなわち、システム自体が存在しないかのように機能が

達成される状態を目指すことを推奨する 3。 

TRIZ は、問題分析から解決策の生成、評価に至るまで、様々なツールや手法を提供す

る 14。主要なツールとしては以下が挙げられる。 

● 矛盾マトリクス（Contradiction Matrix ）と 40 の発明原理（40 Inventive 
Principles ）: 技術的矛盾を解決するための中心的なツール。改善したい特性と、

それによって悪化する特性を 39 の標準的な技術パラメータに当てはめ、マトリク

スを用いて過去の特許で有効だった発明原理（全 40 種）を特定する 3。これによ

り、関連性の高い解決策の方向性を効率的に見出すことができる 4。40 の発明原

理は、「分割」「分離」「非対称」「組み合わせ」など、抽象化された解決策のヒ

ントを提供する 3。 
● 理想的最終結果（IFR -  Ideal Final Result ）: 問題解決の方向性を定める指針。シ

ステムが持つべき究極の理想状態（機能は果たされるが、コストや有害な副作用は

ない）を定義し、そこから逆算して解決策を考えることで、心理的惰性を打破し、

ブレークスルー思考を促進する 2。 
● 物質-場分析（Substance - Field Analysis, Su - Field）: システムの機能を、二つの

「物質（Substance）」とそれらの間に作用する「場（Fie ld、エネルギー）」の相

互作用としてモデル化する手法 3。不完全または有害な相互作用を特定し、「76 の

標準解（76 Standard Solutions）」を用いてモデルを変換することで、具体的な改

善策を導き出す 10。 
● 技術システムの進化法則（Trends of Technical Evolution ）: 技術システムが時

間とともにどのように進化するかを示す 8 つのパターン（例：理想性の向上、動

的化、超システムへの移行、マイクロレベル化） 3。これらの法則を理解すること

で、技術の将来動向を予測し、次世代の製品やシステムの開発に役立てる。 
● ARIZ（Algorithm of Inventive Problem Solving ）: 非常に複雑な、あるいは矛盾

が明確でない問題を解決するための段階的なアルゴリズム 3。問題の徹底的な分析

から始まり、物理的矛盾の抽出、IFR の定義、リソースの活用、発明原理や標準解

の適用などを体系的に進める手順を提供する。 

これらのツール群は、単独で、あるいは組み合わせて使用され、発明的な問題解決を支

援する 10。しかし、TRIZ の習得と実践には専門知識や経験が必要であり、特に原理や



標準解の抽象的な概念を具体的な製品アイデアに落とし込むこと、問題に適したツール

を選択すること、問題の本質を正確に定義することなどが課題とされることがある 19。 

3. 生成 AI（Generative AI ）の概要 
生成 AI（ジェネレーティブ AI）は、人工知能の一分野であり、既存のデータからパタ

ーンや構造を学習し、それに基づいて新しいオリジナルのコンテンツ（テキスト、画

像、音声、コード、動画など）を生成する技術である 5。従来の AI（識別系 AI）が主に

データの分類や予測を行うのに対し、生成 AI は「0 から 1 を生み出す」創造的な能力

を持つ点が特徴である 6。 

生成 AI の基本的な仕組みは、深層学習（Deep Learning）、特にニューラルネットワ

ーク（Neural Ne tworks）やトランスフォーマー（Transformer）といったモデルに基

づいている 6。これらのモデルは、膨大な量のデータ（テキスト、画像など）で事前学

習（Pre- tra ining）され、データ内の複雑なパターン、関連性、文法、スタイルなどを

捉える 9。ユーザーがプロンプト（指示）を入力すると、AI は学習した知識に基づい

て、そのプロンプトの意図や文脈を解釈し、最も確からしい、あるいは創造的な応答を

生成する 28。代表的なモデルアーキテクチャには、変分オートエンコーダ（VAE）、敵

対的生成ネットワーク（GAN）、拡散モデル（Diffusion Mode ls）、そして大規模言語

モデル（LLM）などがある 6。特に LLM（例：GPT シリーズ）は、自然言語処理タスク

において目覚ましい性能を示している 7。 

生成 AI は、以下のような多様な能力を持つ。 

● コンテンツ生成: テキスト（記事、物語、メール、要約、翻訳）、画像、動画、音

楽、3D モデル、プログラミングコードなど、幅広い種類のコンテンツを生成でき

る 5。 
● アイデア生成とブレインストーミング: 特定のテーマや制約に基づいて、多数のア

イデア、キャッチコピー、コンセプトなどを短時間で創出できる 6。 
● 問題解決支援: 複雑な問題に関する情報の抽出・要約、複数の解決策の提案、シナ

リオ分析などを行うことができる 7。 
● パターン認識とデータ分析: 大量のデータから隠れた傾向やパターンを発見し、分

析結果を提示できる 7。研究開発におけるトレンド分析やデータ解釈を支援する 
7。 

● 対話と知識提供: 自然言語での対話を通じて、質問応答、情報検索、知識の解説な

どを行うことができる 7。 

しかし、生成 AI には限界や課題も存在する。 



● 正確性と信頼性（ハルシネーション）: 学習データに含まれない情報や、誤った情

報を事実であるかのように生成することがある（ハルシネーション） 27。出力内容

のファクトチェックと人間による検証が不可欠である。 
● バイアス: 学習データに含まれる偏見を反映した、不公平または差別的なコンテン

ツを生成するリスクがある 27。 
● 独創性の限界: 生成されるコンテンツは、基本的に学習データのパターンや組み合

わせに基づいているため、真に斬新で人間のような深い創造性を持つアイデアの創

出は困難とされる 32。 
● 倫理的・法的問題: 著作権侵害、プライバシー侵害、データ漏洩、悪意のある利用

（偽情報拡散など）のリスクがある 6。 
● 文脈・感情理解の限界: 複雑な人間の感情やニュアンス、深い文脈の完全な理解は

難しい 32。 

これらの能力と限界を理解した上で、生成 AI を適切に活用することが、その価値を最

大限に引き出す鍵となる。 

4. TRIZ の各手法における生成 AI の活用可能性 
生成 AI の持つ広範な知識アクセス能力、パターン認識能力、コンテンツ生成能力は、

TRIZの各手法を支援し、その適用を加速・深化させる大きな可能性を秘めている。以

下に、主要な TRIZツールと生成 AI の連携可能性を具体的に考察する。 

● 問題定義と分析における AI 支援: 
○ 問題状況の理解促進: 生成 AI は、ユーザーが入力した問題状況に関する背景情

報、関連技術、市場動向などを迅速に収集・要約し、問題の全体像把握を支援

できる 7。 
○ 機能分析・原因結果連鎖分析の支援: システム構成や問題記述から、AI が潜在

的な機能、構成要素間の相互作用（有用/有害）、考えられる原因などをリスト

アップし、分析の出発点を提供できる可能性がある 10。例えば、J eda .a i のよ

うなプラットフォームは、AI による分析テンプレート生成機能を提供する 37。 
● 矛盾の特定とパラメータマッピングにおける AI 支援: 

○ 矛盾候補の抽出: 問題記述や目標、制約条件を分析し、潜在的な技術的矛盾

（例：「強度を上げたい」vs「重量を増やしたくない」）や物理的矛盾（例：

「硬く」かつ「柔らかく」）を AI が指摘する可能性がある 39。 
○ パラメータ同定支援: 特定された矛盾に関わる具体的な特性を、TRIZ の 39 の

標準パラメータにマッピングする作業を AI が支援する。例えば、ユーザーが

「軽くしたい」と入力すると、AI が「静止物体の重量」や「移動物体の重量」

といったパラメータ候補を提示することが考えられる 39。 



● 矛盾マトリクスと発明原理の選択・適用における AI 支援: 
○ 原理候補の提示: 特定された改善パラメータと悪化パラメータに基づいて、矛

盾マトリクスを参照し、関連性の高い発明原理候補を AI がリストアップする 
39。 

○ 原理の解説と適用例: 選択された発明原理について、AI がその概念、適用事

例、関連する科学的効果などを解説し、理解を深める手助けをする 41。 
○ 原理に基づくアイデア生成: 選択された原理を問題の文脈に適用し、具体的な

解決策のアイデアを AI がブレインストーミング形式で多数生成する 42。例え

ば、「分割原理」を適用して、AI がモジュール化や分散化に関するアイデアを

提案する。 
● 理想的最終結果（IFR）の定義における AI 支援: 

○ IFRの明確化支援: AI が問題の核心機能や望ましい便益を分析し、より理想的

な状態を示す IFR の表現案を複数提示したり、既存の IFR 案を洗練したりする

支援が考えられる 4。 
● 物質-場（Su- Field）分析と標準解の適用における AI 支援: 

○ モデル構築支援: 問題記述から関連する「物質」と「場」を AI が抽出し、Su-
Fie ld モデルの構築を補助する可能性がある。 

○ 標準解の提案: 特定された Su- Fie ld モデルの問題タイプ（例：不完全な作用、

有害な作用）に基づき、76 の標準解の中から関連性の高いものを AI が提案す

る 10。 
○ 標準解に基づくアイデア生成: 選択された標準解を適用したり、Su- Fie ld モデ

ルの相互作用を変更したりする具体的なアイデアを AI が生成する 42。 
● 技術進化トレンドの活用における AI 支援: 

○ トレンドの特定: AI が大量の特許データや技術文献を分析し、対象システムに

関連する技術進化の法則（例：マイクロレベル化、動的性の向上）を特定する

支援を行う 3。 
○ 未来予測支援: 特定された進化トレンドに基づいて、将来のシステム像や起こ

りうる変化に関するシナリオを AI が生成する。 
● ARIZ プロセスにおける AI 支援: 

○ ARIZ の複雑なステップをナビゲートする上で、AI が各段階で必要な情報の提

供、分析の補助、思考の方向性の提案、進捗の記録などを行う可能性がある 
3。TRIZ Agents のようなマルチエージェントシステムは、ARIZ のような複雑

なワークフローの自動化を明確に目指している 46。 

表 4.1: 主要な TRIZ ツールと生成 AI による支援可能性 

 



TRIZ ツール/概
念 

生成 AI による

支援可能性 
関連する AI 能

力 
主要な考慮事項/
課題 

関連情報源 

問題定義 背景情報収集・

要約、質問によ

る明確化 

情報検索、要

約、自然言語理

解 

プロンプトの

質、AI の文脈理

解度 

7 

機能分析 機能・相互作用

候補のリストア

ップ、モデル可

視化支援 

パターン認識、

自然言語処理、

データ可視化 

システム記述の

質、AI の物理理

解 

10 

原因結果連鎖分

析 
原因候補のリス

トアップ、連鎖

構造の可視化支

援 

パターン認識、

論理推論、デー

タ可視化 

因果関係の正確

性、根本原因特

定 

17 

矛盾特定 矛盾候補の抽

出、技術的/物理

的矛盾の分類支

援 

パターン認識、

論理推論、自然

言語理解 

問題定義の明確

さ、矛盾の本質

理解 

39 

パラメータマッ

ピング 
具体的な特性か

ら 39 パラメー

タへのマッピン

グ支援 

分類、自然言語

理解 
パラメータ定義

の理解度、曖昧

さ 

39 

IFR策定 理想特性のブレ

インストーミン

グ、IFR表現案

の生成 

アイデア生成、

自然言語生成 
理想性のレベ

ル、制約条件の

考慮 

4 

発明原理選択 矛盾に対応する

原理候補の提示

（マトリクス参

照） 

情報検索、パタ

ーンマッチング 
マトリクスデー

タの正確性、適

用可能性判断 

39 



原理適用/アイデ

ア生成 
原理に基づく具

体的アイデアの

大量生成 

アイデア生成、

類推、知識応用 
アイデアの質・

新規性・実現可

能性 

42 

Su- Fie ld モデリ

ング 
物質・場の抽出

支援 
自然言語処理、

エンティティ認

識 

モデルの正確

性、抽象化レベ

ル 

 

標準解選択 Su- Fie ld 問題タ

イプに基づく標

準解の提案 

パターンマッチ

ング、分類 
標準解データベ

ースの質、問題

タイプの正確な

認識 

10  

標準解適用/アイ

デア生成 
標準解に基づく

具体的アイデア

の生成 

アイデア生成、

類推、知識応用 
アイデアの質・

実現可能性 

42 

技術進化トレン

ド分析 
文献/特許分析に

よる関連トレン

ド特定、未来シ

ナリオ生成 

データマイニン

グ、パターン認

識、予測モデリ

ング 

分析対象データ

の質と量、予測

精度 

3 

ARIZ ナビゲーシ

ョン 
各ステップでの

情報提供、分析

支援、文書化 

自然言語理解、

情報検索、要

約、文書生成 

プロセスの複雑

さ、AI の深い理

解度 

3 

文書化 分析結果、アイ

デア、解決策の

記録・整理 

文書生成、要約 情報の正確性、

構成の論理性 

7 

TRIZ の核心の一つは、異なる産業や科学分野で問題と解決策が繰り返され、しばしば

分野外の科学的効果が利用されるという発見にある 2。生成 AI は、まさにこの点を強

化する可能性を秘めている。AI は多様な分野にわたる膨大なデータセットから学習し

ており 6、パターンマッチングや類似性の特定に優れている 8。したがって、AI は、人

間が思いもよらない分野からの類推（アナロジー）を迅速に引き出し、提案する強力な

「アナロジーエンジン」として機能し得る。これは、抽象的な原理や標準解を具体的な

問題に適用する際に、関連する概念、原理、効果を効率的に見つけ出すことを助け、



TRIZ の核心的な考え方を実践的に加速させる 42。 

しかしながら、生成 AI を TRIZ プロセスに統合する際には、AI の出力が常に完璧では

ないことを認識する必要がある。AI が生成するアイデアは、しばしば抽象的であった

り、詳細な実現方法が欠けていたり、文脈に合わない場合がある 42。また、プロンプト

の質が AI の応答を大きく左右する。そのため、効果的な統合は、人間と AI の間での

反復的な対話を通じて行われる可能性が高い。研究事例でも、反復的なプロセスや人間

による検証の重要性が指摘されている 42。人間が問題を定義し、AI が可能性を提示

し、人間が評価・選択・洗練し、次のステップを AI に指示するというサイクルが、AI
の広範な知識と速度、そして人間の判断力と深い理解力を組み合わせる最も生産的なモ

デルと考えられる。 

5. AI 支援型 TRIZ 発明創出プロセスのフレームワーク案 
生成 AI を TRIZ プロセスに統合することで、より効率的かつ効果的な発明創出が可能

になると期待される。既存の研究やツール 39 を参考に、以下のような AI 支援型 TRIZ
発明創出プロセスのフレームワーク案を提案する。このフレームワークは、人間の専門

知識と AI の能力を相補的に活用することを目指す。 

提案ワークフロー: 

1. 問題定義と文脈理解（人間主導＋AI 支援）: 
○ 人間: 解決すべき初期の問題状況、目標、制約条件を明確に定義し、入力す

る。 
○ AI 支援: 入力された情報を要約し、不明瞭な点について質問を投げかける 44。

関連する背景情報（技術動向、競合特許、市場ニーズなど）を検索・提示する 
7。問題を構造化するためのフレームワーク（例：5W1H 45）の適用を支援す

る。 
2. システム分析（人間主導＋AI 支援）: 

○ 人間: 機能分析、原因結果連鎖分析、リソース分析などを主導的に実施する。 
○ AI 支援: 問題記述やシステム構成情報から、潜在的な機能、構成要素、相互作

用（有用/有害）、原因、利用可能なリソースなどを提案する 10。分析結果を視

覚化する（機能系統図、因果連鎖図など）のを支援する 37。アップロードされ

たシステム関連データ（仕様書、実験データなど）の分析を補助する 37。 
3. IFR（理想的最終結果）定義（人間主導＋AI 支援）: 

○ 人間: システムが達成すべき核心的な機能と究極の理想状態を定義する。 
○ AI 支援: 理想的なシステムの特性についてブレインストーミングを行う。IFR

の表現案を複数生成し、より洗練された定義を支援する 4。 



4. 矛盾の特定と定式化（人間主導＋AI 支援）: 
○ 人間: システム分析の結果に基づき、解決すべき主要な技術的矛盾または物理

的矛盾を特定する。 
○ AI 支援: 目標と現状のギャップ、あるいは改善要求と制約条件から、潜在的な

矛盾点を提案する 39。特定された矛盾に関わる具体的な特性を、TRIZの 39 パ

ラメータにマッピングする作業を支援する 39。矛盾の記述をより明確かつ標準

的な形式に洗練する。 
5. 解決策の方向性生成（AI 主導＋人間誘導）: 

○ 原理ベース: 
■ 人間/AI: 特定された矛盾を AI に入力する。 
■ AI: 関連性の高い発明原理（技術的矛盾の場合）または分離原理（物理的矛

盾の場合）を提案する 39。 
■ 人間: 提案された原理の中から有望なものを選択する。 
■ AI: 選択された原理に基づいて、具体的な解決策のアイデアを大量に生成す

る 42。 
○ Su- Field ベース: 

■ 人間/AI: Su-Field モデルを構築する。 
■ AI: モデルの問題タイプを特定し、関連する標準解を提案する 10。 
■ 人間: 有望な標準解を選択する。 
■ AI: 選択された標準解に基づいて、具体的な解決策のアイデアを生成する。 

○ 進化トレンドベース: 
■ 人間/AI: 関連する技術進化トレンドを特定する。 
■ AI: 特定されたトレンドに沿った将来のシステム像や解決策のアイデアを生

成する。 
○ AI プロンプティング: AIDA のような構造化プロンプトツール 42 や、反復的な

対話によるプロンプトエンジニアリング 48 を活用し、AI のアイデア生成を効

果的に誘導する。 
6. 解決策の評価と洗練（人間主導＋AI 支援）: 

○ 人間: AI が生成したアイデアを、実現可能性、新規性、IFRとの整合性、コス

ト、制約条件などの観点から評価し、有望な候補を選別する。 
○ AI 支援: 選択されたコンセプトについて、より詳細な情報（技術的背景、類似

事例など）を提供する 42。潜在的なコストやメリットの概算を提示する 42。二

次的な問題やリスクの可能性を指摘する 49。複数の解決策を比較検討する材料

を提供する。 
7. コンセプト開発と文書化（人間主導＋AI 支援）: 

○ 人間: 最も有望なコンセプトを選択し、具体的な設計や計画へと発展させる。 



○ AI 支援: コンセプトの詳細な説明文を作成する。アイデアを視覚化するための

図やスケッチを生成する 37。関連文書（報告書、仕様書案など）の草稿を作成

する 7。必要に応じて、初期段階のコードスニペットを生成する 5。 

人間の専門知識の役割: このプロセス全体を通じて、人間の判断力、ドメイン専門知

識、批判的思考、そして最終的な検証が不可欠である点は強調されなければならない 
26。AI は強力な支援者であるが、発明家や技術者の代替ではない。 

反復性: このワークフローは直線的なものではなく、必要に応じて各ステップ間を反復

し、洗練させていくプロセスである 48。 

この AI 支援型フレームワークの導入は、TRIZ を活用する人間の役割を変化させる可能

性がある。従来は、各ツールをマニュアルで適用する「ツールユーザー」としての側面

が強かったが、AI 支援環境下では、人間はむしろ「プロセスオーケストレーター」と

しての役割を担うことになる。つまり、AI が情報収集や初期アイデア生成といったタ

スクの多くを担うようになるため 45、人間はより戦略的な方向付け、AI 出力の批判的

評価、そして結果の統合といった高次の活動に集中することになる。マルチエージェン

トシステムの研究 46 は、まさにこのようなオーケストレーションの役割をモデル化し

ようとしている。これは、AI 導入における広範なトレンドとも一致する。したがっ

て、AI- TRIZ を効果的に活用するためには、TRIZ の概念理解に加えて、AI を適切に誘

導し、その出力を批判的に評価し、統合する能力、すなわちプロセス管理能力と批判的

思考力がより重要になる。 

6. 多様な分野への応用可能性 
提案された AI 支援型 TRIZフレームワークは、その体系性と AI の汎用性から、特定の

産業分野にとどまらず、多様な領域における発明創出や問題解決に応用できる潜在力を

持つ。以下に、いくつかの分野における具体的な応用例と可能性を示す。 

● 日常生活: 
○ 課題例: 家庭における食品廃棄物の削減（矛盾：常に新鮮な食材をストックし

たい vs . 食材が使い切る前に傷んでしまう）。 
○ AI-TRIZ応用: AI が家庭の食品消費・廃棄パターンを分析し、矛盾（例：保存

期間 vs . アクセス容易性）を特定。AI が発明原理（例：「分割」→小分け包

装、「予備的活動」→賞味期限予測スマート容器、「周期的活動」→消費推奨

通知）を提案。AI がスマート冷蔵庫システム、AI による献立提案と連動した

廃棄予測アプリなどのアイデアを生成する。 
● 医療: 42 



○ 課題例: より安価でリサイクル可能な素材で作られた医療器具（例：ピペット

ラック 42）の滅菌耐性向上。 
○ AI-TRIZ応用: AI が材料特性（PET）と滅菌法（オートクレーブ）を分析。矛盾

（滅菌効果 vs . 材料の耐熱性）を特定。AI（AIDA プロンプト使用）が原理

（例：「複合材料」、「相変化」、「局所的性質」→部分滅菌）を提案。AI が
耐熱性向上のための保護コーティング、材料添加剤、代替低温滅菌法（プラズ

マ、ガスなど）のコンセプトを生成する 42。また、AI は新薬設計（de  novo 
drug design）においても、分子構造やタンパク質の生成を支援できる 52。 

● エネルギー: 53 
○ 課題例: 変動する気象条件下における太陽光パネルの発電効率向上。 
○ AI-TRIZ応用: AI が太陽電池の物理原理と気象データを分析。矛盾（最大光吸

収 vs . 過熱/損傷、効率 vs . コスト）を特定。AI が原理（例：「セルフサービ

ス」→自己冷却/洗浄機能、「動的性」→太陽追尾システム、「パラメータ変

更」→光強度適応材料）を提案。AI がマイクロテクスチャ表面構造、統合冷却

チャネル、AI による予測追尾アルゴリズムなどのアイデアを生成する（53 の予

測モデルに関連）。 
● 教育: 72 

○ 課題例: 大規模で多様な学習者グループに対する効果的な個別化学習コンテン

ツの提供。 
○ AI-TRIZ応用: AI が学習理論と生徒データを分析。矛盾（個別化されたペース/

スタイル vs . スケーラビリティ/教員負荷）を特定。AI が原理（例：「分割」

→モジュール化コンテンツ、「セルフサービス」→AI チューター、「コピ

ー」→成功パターンに基づく適応学習パス）を提案。AI が個々の進捗に応じて

コンテンツ配信、難易度、フィードバックを調整する AI 駆動型適応学習プラ

ットフォームのコンセプトを生成する（81 の AI 生成教育ビデオに関連）。 
● モビリティ: 83 

○ 課題例: 都市部の交通渋滞緩和と排出ガス削減のための交通流最適化。 
○ AI-TRIZ応用: AI が交通データ、車両挙動、都市構造を分析。矛盾（交通処理

能力 vs . 安全性、個々の移動時間 vs . システム効率）を特定。AI が原理（例：

「併合」→協調型車両隊列走行、「動的性」→適応型信号制御、「仲介物」→
中央集権型 AI 交通管制）を提案。AI が予測型信号制御システム、動的経路案

内システム、公共交通と自家用車の統合調整プラットフォームなどのコンセプ

トを生成する（83 の交通計画への GenAI 応用に関連）。 

これらの例が示すように、AI 支援型 TRIZ は、各分野特有の複雑な課題に対して、体系

的かつ創造的なアプローチを提供し得る。AI が多様な分野の知識や過去の解決策への



アクセスを容易にし、TRIZ が問題の本質的な矛盾を捉え、理想的な解決方向を示すこ

とで、従来の手法では見過ごされがちな革新的なアイデアの創出を加速させることが期

待される。 

しかしながら、AI- TRIZ が分野横断的にアイデアを生成できるとしても、そのアイデア

の評価と実現には、依然として深い専門分野の知識が不可欠である。AI はパターンや

類推に基づいてアイデアを生成するが、それが特定の分野において物理的に実現可能

か、文脈的に適切か、コストや規制に見合うかなどを判断することは難しい 42。例え

ば、医療分野での新しい滅菌法は、医学的・工学的な妥当性に加えて、安全性や規制当

局の承認といった専門的な評価が必要となる。同様に、エネルギー分野での新材料は、

物理学や材料科学の専門家による検証が不可欠である 26。したがって、AI- TRIZ プロセ

スはアイデア創出の範囲を広げる強力なツールであるが、生成されたコンセプトを現実

のソリューションへと昇華させるためには、各分野の専門家（技術者、医師、教育者な

ど）による批判的な評価と、その分野特有の制約条件下での実現可能性の検討が決定的

に重要となる。AI- TRIZ ファシリテーターとドメイン専門家の緊密な連携が、成功の鍵

を握る。 

7. AI-TRIZ に関する研究・ツール・プラットフォームの現状 
生成 AI と TRIZ の統合は比較的新しい研究領域であるが、その可能性に対する関心は

高まっており、関連する研究、ツール、プラットフォームが登場し始めている。 

学術研究と出版物: 

AI と TRIZの連携に関する研究は活発化しており、arXiv などのプレプリントサーバー

や学術会議で関連論文が発表されている 39。これらの研究は、特定の TRIZステップの

自動化（例：矛盾抽出 39、原理適用 45）、統合されたワークフローの開発（例：TRIZ-
GPT 45、TRIZ Agents 46）、AI 支援の効果測定 42、特定分野への応用（例：エネルギー 
53、創薬 52、コンピュータビジョン 54）といったテーマに焦点を当てている。また、責

任ある AI 生成 35 や機械学習モデルからの知識忘却（Machine Unlearning） 57 といっ

た、AI 利用に伴う倫理的・技術的課題に関する研究も進んでいる。 

ソフトウェアとプラットフォーム: 

現在、AI-TRIZを支援するためのいくつかのツールやプラットフォームが存在する。 

● AIDA (Advanced Innovation Design Approach) / Tris Europe:  Microsoft Excel
ベースのツールで、TRIZの知識（特に発明原理から派生した「解決原理」）に基

づいて、ChatGPT や Gemini などの汎用チャットボット向けの構造化されたプロ



ンプトを生成する機能を提供する 42。反復的なプロンプトエンジニアリングの手間

を省き、TRIZ の知識がある程度あるユーザーを対象としている。「Automatic 
Idea  & IP Genera tor」として、アイデア生成や特許回避策の検討を支援する 59。 

● Jeda.ai:  「対話型生成 AI ワークスペース」と位置づけられるオンラインホワイト

ボードプラットフォーム 37。GPT-4o、Llama 3、Claude 3.5 など複数の LLM をサ

ポートし 37、視覚的な対話、AI 分析テンプレート（SWOT、PESTELなど）、図や

マインドマップの自動生成、ワイヤーフレーム作成、AI アート生成などの機能を

持つ 37。特に「TRIZ分析」に関するテンプレートやリソースを提供しており、AI
を活用した TRIZの実践を支援する 21。TRIZに特化しているわけではないが、幅広

いビジネス分析やアイデア創出プロセスの中で TRIZを適用できる。 
● FINDER Platform (ECIU University / AIARD):  AI 支援型研究開発（AIARD）イニ

シアチブの一部として開発された、協調的なオンライン環境 66。特に「TRIZと AI
駆動型イノベーション」チャレンジで使用され、GPT-4 API、深層学習、GAN、
NLP などの先端 AI 技術を活用して、実世界の産業課題に取り組むことを目的とし

ている 66。主に研究・教育用途のプラットフォームと考えられる（ECIU 大学自体

は欧州の大学連携イニシアチブである 67）。 
● その他のツール: ChatGPT、Gemini、Bing Chat、Perplexity などの汎用 AI プラッ

トフォームや、ローカル環境で LLM を実行できる LM Studio なども、TRIZ のタ

スクを実行するためのカスタムプロンプトと共に利用可能である 58。また、特定の

TRIZ 問題解決に特化したカスタム GPT（例：「TRIZ: Problem Solver」44）も存在

する。一方で、過去の専用 TRIZ ソフトウェアは、その複雑さや硬直性から批判を

受けることもあった 68。 

関連組織と会議: 

AI と TRIZ の融合に関心を持つ組織や学術会議も存在する。 

● Altshuller Institute for TRIZ Studies (AI):  TRIZ の研究、教育、普及、認証を推

進する中心的な組織 69。TRIZCON などの国際会議を主催し、20 25 年のテーマは

「AI との TRIZ の再興」であり、AI との相乗効果に焦点を当てている 68。 
● European TRIZ Association (ETRIA):  欧州における TRIZ の普及と発展を目的と

する組織。関連会議を主催している 2。 
● 日本 TRIZ 協会 (NPO):  日本における TRIZ の普及と活用を通じて、技術革新や産

業活性化に貢献することを目的とする 11。TRIZ シンポジウムや研究会、セミナー

などを開催している 11。 
● International Society for AI - Powered Innovation and Inventive Design 

(ISAIII):  AI と発明設計の融合に焦点を当てた国際会議（旧 TRIZ Future  



Conference）などを組織している 36。 
● その他: 国際情報処理連合（IFIP）36 など、関連分野の学術団体も関与している場

合がある。 

表 7.1: 主要な AI- TRIZ 関連ツール・プラットフォームの概要 

 

ツール/プ
ラットフ

ォーム名 

開発者/提
供者 

主要機能 主要な

AI/TRIZ
特徴 

対象ユー

ザー 
利用形態/
モデル 

関連情報

源 

AIDA 
(Automati
c Idea  & IP 
Genera tor
) 

Tris  
Europe  
Innovation 
Academy 

TRIZ ベー

スの構造

化プロン

プト生

成、アイ

デア生成

支援 

TRIZ 解決

原理に基

づくプロ

ンプト、

アイデア

自動生

成、IP 関

連支援 

TRIZ 知識

のある技

術者、発

明家、IP
担当者 

MS Exce l
ベース

（有

料）、ロ

ーカル実

行 

42 

J eda .a i J eda .a i 対話型 AI
ワークス

ペース、

オンライ

ンホワイ

トボード 

TRIZ 分析

テンプレ

ート、複

数 LLM サ

ポート、

視覚化ツ

ール、各

種ビジネ

ス分析テ

ンプレー

ト 

ビジネス

プロフェ

ッショナ

ル、製品

開発者、

デザイナ

ー、教育

者 

Web ベー

ス（無料/
有料プラ

ン） 

24 

FINDER 
Pla tform 

ECIU 
Unive rsity 
/ AIARD 

AI 支援型

R&D のた

めの協調

的オンラ

イン環境 

GPT- 4 API
等先端 AI
技術統

合、TRIZ
手法適用

支援 

研究者、

学生、産

業界パー

トナー 

研究/教育

プロジェ

クト内で

の利用 

66 



TRIZ: 
Problem 
Solve r 
(GPT) 

不明（カ

スタム

GPT） 

ChatGPT
上で TRIZ
フレーム

ワークに

基づき問

題解決支

援 

TRIZ 原理

適用、矛

盾解決支

援 

ChatGPT
ユーザー 

OpenAI 
GPT Store
経由 

44 

汎用 LLM 
(ChatGPT, 
Gemini 等) 
+ カスタム

プロンプ

ト 

OpenAI, 
Google 等 

自然言語

処理、情

報検索、

コンテン

ツ生成 

プロンプ

ト次第で

TRIZ の各

ステップ

を支援可

能 

広範なユ

ーザー 
Web/API
アクセス

（無料/有
料） 

48 

現状の AI- TRIZ ツール環境は、まだ発展途上にあると言える。AIDA や J eda .a i の TRIZ
モジュールのような特化型ツールと、特定のプロンプティング技術を用いて汎用 AI プ
ラットフォームを応用するアプローチが共存している 42。これは、単一の支配的で包括

的な AI- TRIZ プラットフォームがまだ確立されていないことを示唆している。この多様

性は、分野が活発である一方で、標準化や統合が今後の課題であることを示している。

ユーザーは現在、特定のニーズに合わせて専用ツールを選択するか、汎用 AI を適応さ

せるかの選択を迫られている。 

また、研究のトレンドを見ると、単に AI を TRIZ のステップに適用するという段階か

ら、より深い統合、すなわち人間と AI が相乗効果を発揮するシステムの構築へと移行

しつつあることがうかがえる。近年の研究論文 42 や会議テーマ 36 は、統合されたワー

クフロー、協調作業を模倣するマルチエージェントシステム、そして人間と AI の組み

合わせによる有効性の評価に焦点を当てている。これは、AI が人間の能力を拡張する

形での連携を目指すものであり、完全自動化よりも人間と AI の協調によるイノベーシ

ョンプロセスを探求する方向性を示している。 

8. 統合の評価：メリットと利点 
生成 AI と TRIZ の統合は、イノベーションプロセスに多くの潜在的な利点をもたら

す。 

● アイデア創出と問題解決の加速: AI は大量の情報を高速に処理し、多様なアイデア

を迅速に生成できるため、TRIZプロセスの特に初期段階（情報収集、ブレインス

トーミングなど）を大幅に短縮できる 24。これにより、開発サイクルの短縮が期待



される。 
● 創造性と解決策の多様性の向上: AI は、ユーザーの専門分野外を含む広範な知識ド

メインから、非自明な関連性や類推（アナロジー）を引き出すことができる 42。こ

れは、人間の持つ心理的惰性（固定観念）を打破し 3、より斬新で分野横断的な解

決策の発見につながる可能性がある。 
● 分析の深化と知識アクセスの向上: AI は膨大なテキストデータ（特許文献、学術論

文など）を処理・合成し、人間が手作業で行うよりも深い洞察や広範な文脈を提供

できる可能性がある 7。隠れたパターンやトレンドの特定にも役立つ 7。 
● TRIZ の複雑性の克服とアクセシビリティ向上: TRIZ は強力だが習得が難しい側面

がある 26。AI は、複雑なツール（ARIZ ナビゲーション、原理選択など）の適用を

ガイドしたり、概念を分かりやすく説明したりすることで、TRIZ の学習曲線を引

き下げ、より多くの技術者や研究者が利用しやすくする可能性がある 45。 
● 効率性とリソース活用の改善: 特定タスクの自動化により、人間のイノベーター

は、より高度な思考、戦略的判断、アイデアの評価、実装といった付加価値の高い

活動に集中できるようになる 27。これにより、研究開発リソースの効率的な活用や

コスト削減につながる可能性がある 27。 
● 構造化された創造性: AI 単独のブレインストーミングは発散的になりがちだが、

TRIZ の体系的なフレームワークと組み合わせることで、より構造化され、問題解

決に焦点を当てた創造的プロセスを実現できる 13。 
● 協調作業の促進: 特に J eda .a i のような視覚的なプラットフォーム 37 は、チームメ

ンバーが共通のワークスペースで AI 支援を受けながらアイデアを共有・議論する

ことを可能にし、協調的なイノベーションを促進する可能性がある。マルチエージ

ェントシステム 46 は、この協調作業のモデル化を目指している。 

これらの利点は単に加算的なものではなく、相乗効果によって増幅される可能性があ

る。TRIZ は構造的だが時間と専門知識を要するという弱点があり 26、一方、AI は高速

で広範な知識を持つが構造性に欠け、信頼性の問題がある 27。この二つを組み合わせる

ことで、TRIZ が AI の生成能力を問題解決の方向に導き 24、AI が TRIZ の体系的アプロ

ーチを加速・拡張する 42 という相互補完関係が生まれる。つまり、それぞれの弱点を

補い合うことで、より速く、より構造化され、より創造的なイノベーションプロセスが

実現する可能性があるのである。真の価値は、TRIZ が AI の力を集束させ、AI が TRIZ
の適用を加速させるという、この相互作用にあると考えられる。 

9. 課題の克服：限界と倫理的考察 
生成 AI と TRIZの統合は大きな可能性を秘めている一方で、克服すべき課題や限界、

倫理的な配慮事項も存在する。 



● AI 出力の品質、正確性、実現可能性: 
○ ハルシネーションと不正確さ: AI は、誤った情報や物理的に不可能な提案を生

成することがある 27。生成されたアイデアや情報に対して、人間による厳密な

検証が不可欠である。 
○ 具体性と詳細度の欠如: AI が生成するアイデアは抽象的すぎたり、実装に必要

な具体的なノウハウが欠けていたりすることが多い 42。 
○ 実現可能性の評価困難: AI は、特別なプログラミングやデータがない限り、現

実世界での技術的な実現可能性、コスト効率、製造可能性などを正確に評価す

ることは苦手である。 
● 独創性と真の発明性: 

○ 組み合わせ vs. 新規性: AI は既存の概念の組み合わせには長けているが、TRIZ
でいう高レベルの発明（レベル 4 や 5 10）のような、真に斬新でパラダイムを

変えるような発明を生み出す能力については疑問視されている 32。出力が既存

技術の模倣や派生物にとどまる可能性がある。 
○ 新規性の評価: AI が生成したアイデアの真の新規性を、既存の膨大な知識や特

許と比較して自動的に評価することは困難である。 
● AI モデルと学習データのバイアス: 

○ 継承される偏見: AI モデルは学習データに含まれる社会的・文化的なバイアス

を反映し、偏った、あるいは不公平な解決策を提案するリスクがある 27。 
○ 視点の偏り: 学習データの多様性が不足している場合、AI が参照できる視点が

限定され、特定の解決策に偏る可能性がある。 
● データプライバシー、セキュリティ、知的財産（IP）: 

○ 機密性: 機密性の高い問題情報や企業データをパブリックな AI モデルに入力す

ることは、重大な情報漏洩リスクを伴う 27。安全な環境（ローカルモデル 58 や
企業向け契約）が必要となる。 

○ IP 所有権: AI が大きく貢献して生成された発明の知的財産権の帰属は、法的に

未整備な側面がある。 
○ 学習データ利用: 企業秘密や著作権のあるデータが、許可なくモデルの学習に

使用される懸念がある 27。 
● 人間の専門知識の不可欠性: 

○ 検証と批判的思考: AI の出力を評価し、ノイズを除去し、実現可能性を検証

し、最終的な意思決定を行うためには、人間の専門家が不可欠である 26。 
○ 文脈理解: AI は、特定の問題状況における微妙なニュアンスや深い文脈を完全

には理解できない場合がある。 
○ 実装スキル: 抽象的なコンセプトを現実の製品やプロセスに落とし込むには、

人間の工学設計や実装スキルが必要である 26。 



● 発明における AI の倫理的利用: 
○ 責任: AI を用いて生成された解決策が、安全で倫理的であり、社会に有益であ

ることを保証する必要がある 35。有害な応用を避ける。 
○ 透明性: 発明プロセスにおいて AI がどの程度使用されたかを明確にすることが

求められる場合がある 27。 
● 統合の複雑性: AI を TRIZ ワークフローに効果的に統合するには、新たなスキル

（プロンプトエンジニアリング、AI 出力評価など）や、場合によっては新しいツ

ールやプロセスの導入が必要となる 42。 

表 9.1: AI- TRIZ 統合の利点と課題の比較 

側面 利点/アドバンテージ 課題/限界/リスク 緩和策/考慮事項 

速度/効率 アイデア生成・情報

収集の加速、開発サ

イクル短縮 

統合・学習コスト 段階的導入、トレー

ニング 

創造性/新規性 分野横断的アイデ

ア、心理的惰性の打

破 

真の新規性の限界、

模倣の可能性 
人間による評価・洗

練、多様な原理の活

用 

分析深度 大量データ処理、隠

れたパターンの発見 
AI の物理・文脈理解

の限界 
ドメイン専門家によ

る検証、具体的デー

タ入力 

TRIZ アクセス性 複雑なツールの適用

支援、学習曲線の緩

和 

専門知識の必要性

（評価・誘導） 
AI 支援ツール活用、

TRIZ 基礎教育 

解決策の質 構造化されたアイデ

ア生成 
ハルシネーション、

具体性欠如、実現可

能性評価困難 

厳密なファクトチェ

ック、人間による詳

細化・検証 

バイアス -  学習データ由来の偏

見、不公平な解決策 
多様なデータセッ

ト、バイアス検出・

緩和策、人間による



公平性評価 

IP/セキュリティ -  機密情報漏洩、IP 所

有権の曖昧さ 
セキュアな AI 環境利

用、利用規約確認、

法的助言 

人間の役割 高度な思考への集中 AI への過度の依存、

スキルシフトの必要

性 

人間の最終判断権維

持、新スキル習得支

援 

倫理 -  有害な応用、透明性

の欠如 
倫理ガイドライン策

定、利用目的の明確

化、透明性の確保 

これらの課題を考慮すると、AI は TRIZ の初期段階（問題分析、アイデア発想）を大幅

に加速できる一方で、「ラストマイル問題」が存在することがわかる。つまり、有望な

AI 生成コンセプトから、検証され、実装された現実のソリューションに至るまでの詳

細設計、物理的検証、実装、そして市場適合性の評価といった最終段階は、依然として

人間の専門知識と多大な労力に大きく依存している 26。AI は多くの出発点を迅速に提

供できるが、そこから実現可能な発明へと橋渡しする作業は、依然として人間中心の活

動である。ボトルネックは、初期のアイデア創出から、検証と開発へと移行すると考え

られる。 

さらに、特に重要となるのが「信頼性」の問題である。発明プロセスは、しばしば多大

な投資と社会的影響（安全性、コストなど）を伴う。AI が誤情報を生成する可能性

（ハルシネーション）27、バイアスによる不適切な結果 29、そして機密性の高い研究開

発データに関するセキュリティリスク 34 は、AI- TRIZ の信頼性を損なう可能性がある。

したがって、単なる機能性を超えて、AI ツールとその出力の信頼性を確保すること

が、専門的な現場での AI- TRIZ 統合の成功と普及を決定づける重要な要因となる。これ

には、堅牢な検証プロセス、倫理的なガードレール、そして安全な運用環境の確立が不

可欠である 27。 

10. 結論と今後の展望 
結論 



本レポートでは、発明的問題解決理論（TRIZ）と生成 AI（GenAI）の統合による新しい

発明創出プロセスの可能性について調査・分析した。分析の結果、以下の点が明らかに

なった。 

1. 大きな潜在力: 生成 AI の広範な知識アクセス、高速な情報処理、多様なコンテン

ツ生成能力は、TRIZ の体系的な問題解決フレームワークと組み合わせることで、

イノベーションプロセスを大幅に強化する可能性がある。特に、アイデア生成の加

速、多様な視点の導入による創造性の向上、複雑な分析の支援、そして TRIZ 自体

のアクセシビリティ向上が期待される 42。 
2. 相乗効果: AI と TRIZ の統合は、単なるツールの組み合わせ以上の価値を生み出す

可能性がある。TRIZ が AI に構造と方向性を与え、AI が TRIZ の適用を加速・拡張

することで、互いの弱点を補完し、より効率的で効果的な発明プロセスが実現し得

る。 
3. 現状と課題: AI- TRIZ 分野はまだ発展途上であり、専用ツール（AIDA, J eda .a i 等）

や研究プラットフォーム（FINDER 等）が登場しつつあるが、標準化された包括的

なソリューションは確立されていない 42。AI の出力品質（正確性、具体性、新規

性）、バイアス、データセキュリティ、IP 権、倫理といった課題は依然として重

要であり、克服が必要である 27。 
4. 人間の役割の重要性: 現状の技術レベルでは、AI は発明家や技術者の代替ではな

く、強力な「支援者」である。問題定義、戦略的方向付け、AI 出力の批判的評

価、最終的な意思決定、そして現実世界への実装においては、人間の深い専門知

識、経験、判断力が不可欠である 26。AI- TRIZ の成功は、効果的な人間と AI の協

調にかかっている。 

推奨事項 

● 研究者向け: 
○ AI の信頼性向上（ハルシネーション抑制、バイアス緩和）と、出力の新規性・

実現可能性を評価する手法の開発。 
○ 人間と AI の協調的な推論モデルや、より洗練された AI- TRIZ 統合ワークフロ

ーの研究。 
○ 特定分野（例：材料科学、バイオ工学）に特化した AI- TRIZ ツールの開発。 
○ AI による高レベル発明（TRIZ レベル 4, 5）支援の可能性探求。 
○ AI- TRIZ 利用に関する倫理的フレームワークの構築。 

● イノベーター・組織向け: 
○ AI- TRIZ の導入は慎重に進め、まずは情報収集や初期アイデア生成など、特定

の TRIZ ステップでの AI 支援から試行する。 
○ プロンプトエンジニアリングや AI 出力の批判的評価に関するスキル習得のた



めのトレーニングに投資する。 
○ 機密データ保護と IP 管理を最優先し、安全な AI 利用環境（企業契約、ローカ

ルモデル等）を確保する。 
○ 完全自動化を目指すのではなく、人間の専門家を AI で「拡張」する形での人

間と AI の協調体制を構築する。 

今後の展望 

AI 技術の進化に伴い、AI- TRIZ の可能性はさらに広がると予想される。 

● AI モデルの進化: より高度な推論能力、物理法則や因果関係の理解、マルチモーダ

ル（テキスト、画像、データ等を統合的に扱う）能力を持つ AI モデルが登場し、

技術的問題解決への適合性が向上するだろう 54。 
● 専門ツールの発展: より洗練され、ユーザーフレンドリーで、TRIZ ワークフロー全

体をシームレスに支援する統合プラットフォームが登場する可能性がある。 
● 物理的制約の理解向上: 物理シミュレーションや制約条件を組み込んだ AI モデル 54 

が開発されれば、AI による実現可能性評価の精度が向上するかもしれない。 
● 体系的イノベーションの民主化: AI 支援により、TRIZ のような体系的イノベーシ

ョン手法の導入障壁が下がり、より多くの組織や個人が活用できるようになる傾向

が続く可能性がある 78。 
● 人間の役割の進化: イノベーターの役割は、AI との協調を前提とし、より戦略的な

思考、創造的な問題設定、学際的な知識統合、そして倫理的な判断へとシフトして

いくと考えられる。 

生成 AI と TRIZ の融合は、発明とイノベーションの方法論に大きな変革をもたらす可

能性を秘めている。課題を認識し、適切に対処しながら、人間と AI の相乗効果を追求

していくことが、未来の技術革新を加速させる鍵となるだろう。 
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